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GLOBAL X ETFsリサーチ 
 

キャズムを超える遠隔医療とデジタルヘルス 

コロナウィルスの世界的感染拡大が続く中、適応力の必要性から、医療へのリモートアクセスの導入が目を見

張る勢いで進み、居間が病院の待合室となる時代が到来しました。 

 

感染拡大中は、病院や診療所へ足を運ぶリスクを避けるため、医師とのビデオ面談やIoT接続された医療装置など

による遠隔医療やデジタルヘルスサービスが無くてはならない存在となり、その結果こういったサービスの導入が促

進されました。2020年1月には、たったの0.24%だった米国における遠隔医療関連医療費の支払い申請1が、1年後

には7%に上昇しました。2
 

 

最近では、多くの医療機関が、患者のニーズや優先順位に応じて直接治療か遠隔治療を選択できる、オムニチャ

ネルの未来を見据えています。民間保険者と公的保険者により保険適用制度や払い戻し制度が見直されている

ことを契機として、新時代の遠隔医療が患者や医療機関に引き続き受け入れられていくことが期待されます。 

 

次世代型医療制度の牽引 

 
昨年、コロナウィルスの拡大を制限するべく、迅速に医療制度の方向転換が図られました。多くのケースで、遠隔医

療が患者ケアの標準となりました。2020年3月以降、Mayoクリニックでは、一日の遠隔外来件数が2019年の年間

遠隔外来総数を超えています。32020年、遠隔外来を先導するTeladocの遠隔医療総数は前年比で156％増の

1,060万人となりました。4また同年、NextGen Healthcare製のソフトウェアを導入することで、医療機関は、前年比

で200倍増の700,000件を超えるバーチャル対応が可能になりました。5遠隔医療の伸長に関して別の言い方をす

ると、eコマースの浸透率が1％未満から7％を超えるまでに15年かかりました。6コロナウィルス感染拡大の影響も

あり、遠隔医療はそれを1年で達成したことになります。 

 

 

導入速度 eコマースをしのぐ遠隔医療の増加 
出典：Global X ETFs、米国国勢調査局、FAIR Health 2021年1月時点の遠隔医療 

浸透率が7％に達するまでのタイムフレーム 

eコマース 遠隔医療 
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コロナウィルス感染拡大が遠隔医療やデジタルヘルスソリューション推進の一翼を担いましたが、感染拡大終息後

も成長の継続が見込まれているのには、経費の節約や利便性などいくつかの理由があります。調査では、遠隔医

療の場合診療時間を約20％短縮できるため、診療件数を増やせる可能性が示唆されています。7さらに新しいルー

ルには、さらに多くの電話のみ診療が従来の対面式外来診療と同様の額で保険適用されることが定められていま

す。データの点では、医療機関は、デジタルシステムを実装することで、電子健康記録（EHR）による患者の病歴や、

対応可能な当直医師の人数、使用可能な病床数や医療機器の数など、有効な患者ケアに不可欠な情報を即座に

特定することができます。8 EHRを最適化するだけで、医師一人につき一か月3,000ドル、さらにデータ検索や書類

作業だけを考えても39％の時間節約ができる可能性があります。9 

 

患者にとっては、遠隔医療によって地理的問題が解決されます。近在の医療機関でなくとも、ほんの数クリックでア

クセスできます。遠隔医療を利用すれば、平均で、通院のための移動時間を37分、医療機関での待ち時間を64分

節約することができます。10そのため、診療所要時間はきっかり20分、2時間ではなく20分しかかからないのです。 

 

新しい政策が遠隔医療導入に関する課題を克服 

 
医療機関の調査は、払い戻し額が低いまたはゼロであることが遠隔医療導入拡大の妨げとなるという懸念を示し

ています。しかし、政府や民間保険者は、遠隔医療ソリューションに対する保険適用範囲や払い戻し額の拡大措置

を講じ始めています。 

 

 
2020年、「メディケア・メディケイドサービスセンター（保険社会福祉省、CMS）は、保険適用サービスに複数の遠隔

医療サービスを追加しました。11数多くのサービスが対象となっており、例えば、遠隔医療で可能な、認知機能（注

意力、記憶、推理、実行機能、問題解決能力、および/または実用的機能など）にフォーカスした治療介入、外科的

に埋め込まれた機器の聴覚機能の測定などが含まれます。保険適用範囲の拡張によって、2020年3月中旬から10

月中旬までの期間で、メディケア受益者に対する遠隔医療サービスが、週当たり平均で15,000件から875,000件に

増加しました。122019年時点でアメリカ人の68％にとって主な医療保険の担い手である民間保険者も、感染拡大に

対応するために、遠隔診療へのアクセスを拡大しました。13例えばCignaは、保険適用範囲に初めて、定期的な遠

隔プライマリケア外来、電話のみの評価・管理外来、新患診療、行動評価を含めることを発表しました。14 

 

医師への調査の分析 コロナウィルス終息後も遠隔医療を維持することに関して、次のうち、あ

なたの組織で障壁や課題となり得るものがありますか？ 

（該当するものをすべて選択してください） 
出典：COVID-19 Healthcare Coalition. 

地方 郊外 都市 
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注：調査の回答者には、米国全域の医師1,954人と資格を有する医療専門家が含まれます。調査は2020年7月13日

から8月15日までの期間に実施されました。 
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民間保険者にとって厄介なのは、遠隔医療に対する規制が州レベルで定められていることで、保険の適用範囲や払

い戻しポリシーが州ごとに大きく異なります。全ての州が民間保険者に対して遠隔外来を義務付けていますが、

2021年1月時点で、遠隔医療に対して医療機関に実際に受診した場合と同率の払い戻しを民間保険者に義務付け

ている州はたったの7州です。15それ以外の州は、感染拡大中に限った一時的な保証を2021年まで延長するところ

もありますが、将来永続的に延長するかは明らかにしていません。 

 

遠隔医療をバリューベースのヘルスケアモデルと連携 

 
解決策としては、医療費の払い戻しを、従来の診療ごとの支払いから価値に対する支払いに移行することが考えら

れます。CMSは、治療の量だけでなく費用対効果の高い方法で治療の質を改善する能力に基づいて、医療機関に

払い戻しを行うシステムの導入を促進するためのガイダンスを発行しました。16こういったシステムの付加的利益は、

さらに健康追跡技術やデジタルセラピューティクスを導入することで、治療を基本とした医療システムから、予防努

力を行うシステムへの転換の一助となることです。メディケアの規則は多くの場合、民間保険者と州の規制の基準と

なっているため、CMSのガイダンスが採用されれば、米国においてバリューベースのケアシステムがさらに広がる

可能性があります。 

 

 

CMSが定めるバリューベースの優先事項 遠隔治療の適合性 

 

受益者に対する治療の質を向上させる 医療機関は遠隔医療を積極的に利用することで、治療

の移行期にある患者に手を差し伸べたり、治療において

患者が感じるギャップを埋めたり、長期ケア管理プラン

下の患者のアドヒアランスを追跡することができる 

医療機関が慢性疾患の影響や事象を減少させたり、

患者の健康向上を助けることに対して報酬を出す 

特に慢性疾患を抱える患者が遠隔医療を利用する場

合、病院に再入院する率が下がるため、医療費を削減

できる 

複数の保険者間で医療機関の報奨金を調整するこ

とで、大枠での医療システムの価値を向上させる 

遠隔医療は、専門分野の治療へのアクセスを良くし、メ

ンバーに対するサービスを向上させる即応性のある解

決策を提供する一方、専門分野の対面式外来診療が必

要性となる件数を減少させる 

米国および米国の医療システムが不測の課題や混

乱に対処するのをサポートする 

遠隔医療技術は、対面式治療技術よりも拡張可能性が

あり効率的である。デジタル対応医療ケアシステムを構

築することで、感染拡大や緊急事態などの危機的局面

において、より弾性的かつ柔軟な対応が可能になる 

出典：CMS, Modern Healthcare 

 

結論 

いずれはコロナウィルスの集団免疫の兆しも見えてくるでしょう。しかし将来的に別の健康関連の問題が必ず起きて

きます。それは、コロナウィルスの後遺症かもしれませんし、異なる感染症の出現かもしれませんし、急速な高齢化

に対応するための介護医療システムの導入かもしません。コロナウィルスから学んだことの1つは、社会が健康危

機に打ち勝つには優れた調整力と柔軟性が求められ、それを容易にするのが遠隔医療やデジタルヘルスサービス

だということです。2020年以前の米国の医療組織のうち、遠隔医療が利用できる組織はたったの24％でした。17し

かし、この一年間で患者や医療機関がその利点を体験したことで、これから先の10年で増加していくことが期待され

ます。よりバリューベースの払い戻しシステムの導入が採用普及のカギとなりそうな一方で、コストの低減や払い戻

しポリシーの範囲拡大、遠隔医療が提供するいくつもの利便性も採用を促進することが考えられます。 
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脚注： 

 
 

1. FAIR Health、「Monthly Telehealth Regional Tracker」2020年1月 

2. FAIR Health、「Monthly Telehealth Regional Tracker, Dec. 2020 vs. Jan. 2021」2021年1月 

3. AMA、「Q&A: Telehealth here to stay, but doctors’ key requirements remain」2021年2月25日 

4. Teladoc、「Teladoc Health Reports Fourth-Quarter and Full-Year 2020 Results」2021年2月24日。 

5.  NextGen Healthcare、「NextGen Healthcare Recognized as Market Leader in Medical Practice Management and 

Telemedicine Software」2020年10月16日 

6. 米国国勢調査局、「Latest Quarterly E-Commerce Report」、2021年2月19日。 

7. MiraMed「Is There a Real Time Advantage to Telemedicine?」2018年。 

8. 8. AMA、(n3). 

9. Nuance Communications「EHR Services」2021年4月16日にアクセス。 

10. The American Journal of Managed Care、「Opportunity costs of ambulatory medical care in the United States」2015年8月。 

11. CMS、「Trump Administration Finalizes Permanent Expansion of Medicare Telehealth Services and Improved 

Payment for Time Doctors Spend with Patients」2020年12月1日。 

12. 同上 

13. Center for Connected Health Policy、「An Analysis of Private Payer Telehealth Coverage During the COVID-19 

Pandemic」2021年1月31日。 

14. Cigna「ポリシー施行日の通知 2021年1月1日。この日付以前のコロナウィルス関連のVirtual Care Billing guidanceについては、

Cignaforhcp.com、2020年のCOVID19 Interim Billing Guidelines Reimbursement Policyをご参照ください。」 

15. Center for Connected Health Policy、(n13)。 

16. CMS、「CMS Issues New Roadmap for States to Accelerate Adoption of Value-Based Care to Improve Quality of Care 

for Medicaid Beneficiaries」2020年9月15日。 

17. CES 2021、「Digital Health in 2020：Rules of Contagion」2021年1月12日。 
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投資には元本が毀損する可能性などのリスクが伴います。医療および情報技術セクターへの投資は政府の規制、製品の急速な陳腐化、業界における激

しい競争および特許権または知的財産権の毀損または減耗の影響を受ける可能性があります。国際投資には、通貨価値の不利な変動、一般に公正妥

当と認められる会計原則の相違、または他国の社会的、経済的もしくは政治的不安定性を原因とする元本毀損リスクが伴う場合があります。 
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